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第４４回船橋市入札監視委員会 議事概要 

 

１．日時 令和８年５月１３日（水） 午後２時０５分～午後４時３０分 

２．場所 市役所本庁舎 ６階 入札室 

３．出席者 

委員 片岡委員長・小泉副委員長・宮澤委員 

工事担当課 

木村建築部長・杉原都市計画部長・髙橋都市整備

部長・笠川建築課長・利波技術管理課長・山本公

園緑地課長・武田建築課長補佐・秋間建築課長補

佐・齊藤技術管理課長補佐・関谷公園緑地課長補

佐 ほか担当課職員７名 

事務局 
鈴木企画財政部長・岩埜契約課長・小岩井契約課

長補佐 ほか契約課職員２名 

４．審議対象期間 令和７年１０月１日～令和８年３月３１日（開札日） 

５．議題１ 入札及び契約手続の運用状況等の報告について 

６．議題２ 審議１ 船橋市立宮本中学校校舎建替工事（総合評価型一般競争入札） 

７．議題２ 審議２ 
（仮称）飯山満土地区画整理地内１号公園整備工事（一般競争入

札） 

８．委員からの質問、

それに対する回答等 
別紙のとおり 

９．委員会の意見等 

大型工事で不調が続く中、今回初めて試行した「見積活用方式」

で契約締結に至ったことを評価する。一方で、今後も同方式を採

用する際は、競争性・透明性確保のため、１者入札とならないよ

う工夫されたい。 

 工期や発注時期については、余裕をもって設定し、執行された

い。また、受注者からの契約工期延伸の申し出や、それに伴う単

年度予算の繰り越しに際しては、その原因に対する受注者の責任

の有無の検証や、工期延伸を回避する方法の検討がなされるべき

である。 
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別紙 

 

質問 回答等 

議題１ 入札及び契約手続の運用状況等の

報告について 

 

○１月に発注が多かった理由を詳しく教え

て欲しい。 

 

 

 

 

○２月の発注案件の説明の際に、「ゼロ債」

による発注と発言があった。この「ゼロ

債」とはなにか。 

 

 

 

 

 

 

議題２ 抽出事案の説明及び審議について 

審議１ 船橋市立宮本中学校校舎建替工事 

 

○本工事に特殊性はあるのか。 

 

 

 

 

 

 

○１者入札となった要因として考えられる

ことはあるか。 

 

 

 

 

 

 

 

○積算システムの不具合によるものであ

る。１１月、１２月発注予定であったと

ころ、システムの改修後に設計、発注す

ることとなった案件があり、１月の発注

が例年と比べて多くなった。 

 

○複数年度で予算を執行する方法として、

債務負担行為というものがある。その債

務負担行為を用いた案件で、初年度（１

年目）は契約のみで支払いが発生しない

ものを、支払いがないため「ゼロ」、債務

負担行為の頭文字「債」をとって「ゼロ

債」といっている。 

 

 

 

 

 

○新技術や特殊な工法を採用する工事では

ない。しかし、８００名を超す生徒たち

が既存校舎を利用しながら建替工事を施

工するため、生徒や施設利用者への様々

な配慮、振動騒音対策や安全対策につい

て、特段の配慮が必要である。 

 

○最近の傾向として、大規模工事の入札参

加者数が少ない状況が続いてる。これま

での業者へのヒアリング等から、建設労

働者の不足のほか、民間工事が多数発注

されていることも原因と考えている。 
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○落札率１００％となった要因として考え

られることは。 

 

 

 

 

 

 

 

○今後、類似工事や「見積活用方式」の実施

予定はあるか。 

 

 

 

○今後も大型の公共工事を進めるなかで、

公共工事を選んでもらうためにどのよう

なことが考えられるか。 

 

 

 

 

 

審議２ （仮称）飯山満土地区画整理地内

１号公園整備工事（一般競争入札） 

 

○当初工期である１月半は妥当だったの

か。 

 

 

 

○令和７年度末工期から令和８年６月３０

日まで延長したとのことだが、その理由

は。 

 

○納入が遅れたインクルーシブ遊具以外

は、予定通り完成しているのか。 

 

 

○本工事は、公共建築工事積算基準類に基

づく価格と実勢価格に乖離が生じている

と考えられる項目について、入札参加者

から提出される見積価格の妥当性を判断

したうえで予定価格を作成する「見積活

用方式」を採用しており、その見積業者

が工事をできる金額として応札した結果

であると考えている。 

 

○類似工事については、小中学校の建替工

事が想定される。「見積活用方式」の実施

については、本市の今後の入札状況を確

認し、対象とするか判断したい。 

 

○実勢価格と設計金額の乖離の解消も重要

だが、適正な工期の設定や施工条件を明

確にする等、その工事に対する事業者の

理解を深める努力をする。そういった、

施工にとって重要な内容を整理していく

ことが大事だと考えている。 

 

 

 

 

 

○設計上問題はなかったと認識している

が、タイトな工期であったこと、また、発

注時期が年度末になってしまったことは

反省点であると考えている。 

 

○海外製のインクルーシブ遊具を整備する

予定であるが、その納入が昨今の海外情

勢により遅れたことによる。 

 

○インクルーシブ遊具広場以外を先に整備

すると、搬入経路の関係上、インクルー

シブ遊具の搬入ができなくなることか

ら、全体の工程・スケジュールを見直し
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○インクルーシブ遊具はアメリカ製とのこ

とだが、昨今の海外情勢（中東情勢）とは

関係がないのではないか。 

 

○納入遅れについては受注者に責任がある

可能性もある。納入が遅れる理由の確認

が不十分だったのではないか。また、工

期延伸を回避する方法があったのではな

いか。 

 

○単年度事業を繰り越すことについて、市

としての認識は。また、必要な手続きは。 

 

 

 

○１者しか応札がなかったが、高落札率で

はなかった。なぜ、この１者しか応札が

なかったのか。工事内容に特殊性がある

のか。当初工期が短かったことが要因で

はないのか。 

 

○もっと早く発注できなかったのか。 

 

 

 

たため、完成していない。 

 

○受注者からは影響があったと聞いてい

る。 

 

 

○詳細な理由の確認はできていない。回避

策については、インクルーシブ遊具の製

造業者がほぼ海外と限られていることか

ら、代替が難しかった。 

 

 

○単年度事業は年度内に終わらせるのが原

則と考えている。やむを得ない場合、契

約変更理由を確認し、繰り越し手続きを

行ったうえで工期を延伸している。 

 

○工種は多いが、標準的な内容であり特殊

性はない。人手不足や、年度末の発注で

あったことでほかの工事を受注中であっ

たことが原因として考えられる。 

 

 

○現在の人員で業務をする中、ほかの工事

の工期等の兼ね合いから、発注が遅れて

しまった。 

 

 

 

 

 


